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菊永　忠行  議員

菊
永　

総
合
計
画
に
お
い
て

平
成
２９
年
度
の
目
標
人
口
を

４
万
人
と
設
定
し
、
各
種
施

策
を
展
開
し
て
い
る
が
、
合

併
時
の
人
口
４
２
、０
９
３

人
が
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
、
平
成
２２
年
１０
月
末

現
在
で
４
０
、２
１
２
人
と

な
っ
て
い
る
。
若
者
が
定
住

し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み

東　

本
市
の
幅
員
狭
小
や
老

朽
化
橋
梁
の
優
先
順
位
な
ど

を
含
め
、
今
後
の
整
備
方
針

を
示
せ
。

市
長　

市
が
管
理
す
る
橋
梁

は
３
１
０
橋
あ
る
。
橋
梁
の

計
画
的
か
つ
経
済
的
な
管
理

を
実
施
す
る
た
め
の
長
寿
命

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

と
考
え
る
が
、
目
標
達
成
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を

問
う
。

市
長　

移
住
定
住
促
進
対
策

と
し
て

①
雇
用
の
創
造
と
し
て
、
後

継
者
新
規
就
農
対
策
。

②
快
適
な
住
環
境
の
提
供
と

し
て
、
住
宅
取
得
補
助
制
度

の
充
実
。

③
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化

と
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
乳
幼
児
医
療
助
成
事

業
な
ど
。

④
教
育
環
境
の
充
実
と
し

て
、
郷
土
教
育
の
充
実
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
。

⑤
地
域
自
治
会
の
活
性
化
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
動
奨
励
金
の
交
付
な

ど
。

⑥
保
健
・
福
祉
対
策
の
充
実

と
し
て
、
交
通
弱
者
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
。

　

６
つ
の
分
野
に
わ
た
り
各

種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
対
策
を
基
本
と

し
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
定
し
取
り
組
み
た
い
。

東　　兼喜  議員

住宅取得補助を受け建築する住宅

今
後
の
取
り
組
み
は

市
長
／
促
進
対
策
を
基
本
に

　
　
　

取
り
組
む

移住定住

早
期
改
修
を
図
れ

市
長
／
橋
前
後
の
道
路
改
良
で

　
　
　

検
討
す
る

和田橋
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深町　幸子  議員

深
町　

２２
年
第
２
回
市
議
会

定
例
会
で
市
長
は
、
平
成
２１

年
度
に
市
民
歌
制
定
委
員
会

を
設
置
し
、
２３
年
２
月
に
お

披
露
目
で
き
る
と
答
弁
し
て

い
る
。

　

資
料
に
よ
る
と
、
今
後
Ｃ

Ｄ
製
作
委
託
な
ど
４
１
７
万

円
程
度
か
か
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

22
年
の
南
九
州
市
民
体
育

大
会
は
、
雨
や
雷
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
が
、
次
の
大
会

に
は
老
若
男
女
、
３
町
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
音
頭

の
輪
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
は
３０
名
の
体
育
指

導
員
の
方
が
い
る
。
ぜ
ひ
音

頭
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
振

り
付
け
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
に
任
せ
て
下
さ
い
と
言
わ

れ
た
。
早
急
に
市
民
音
頭
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

今
年
度
末
、
市
民
歌

の
制
定
を
行
っ
た
後
、
広
く

市
民
の
声
を
聞
い
て
早
急
に

制
定
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。

化
修
繕
計
画
の
策
定
を
２３
年

度
中
に
終
え
、
整
備
に
つ
い

て
は
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
計
画
に
基
づ
き
進
め
る

考
え
で
あ
る
。

東　

中
福
良
校
区
自
治
会
長

ほ
か
４
自
治
会
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
和
田
橋
の
陳
情
に
対

す
る
対
応
を
問
う
。

市
長　

早
急
な
架
け
替
え
は

財
政
的
に
も
困
難
な
こ
と
か

ら
、
橋
前
後
の
道
路
線
形
の

見
直
し
に
よ
る
局
部
改
良
が

で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

東　

今
後
の
関
係
自
治
会
へ

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

事
業
推
進
を
含
め
、

地
元
自
治
会
が
納
得
す
る
形

で
対
応
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況

・
民
間
企
業
に
よ
る
ホ
テ
ル

進
出
の
現
況

市
民
音
頭

制定する考えはないか

市長／早急にできるよう努力する

市民の融和が期待される踊りの輪

改良が待たれる和田橋
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今吉　賢二  議員

今
吉　

用
水
用
井
堰
に
よ

り
、
魚
族
が
遡
上
で
き
な
い

河
川
が
見
ら
れ
る
が
、
魚
道

を
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
頴
娃
地
域
の
二

級
河
川
集
川
下
流
域
で
鮎
の

生
息
が
確
認
さ
れ
た
が
、
魚

族
繁
殖
の
た
め
各
井
堰
に
魚

道
を
整
備
す
る
よ
う
県
に
要

請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

二
級
河
川
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
県
が
主
体
で

行
っ
て
い
る
。
魚
道
整
備
に

つ
い
て
、
県
と
し
て
は
河
川

大薗　秀己  議員

大
薗　

本
市
の
農
業
生
産
額

の
半
分
以
上
は
畜
産
部
門
と

聞
く
。
宮
崎
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
や
景
気
低
迷
に
よ
り
、

肉
牛
、
乳
牛
及
び
肉
豚
農
家

は
経
営
の
危
機
に
あ
る
が
支

援
策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

国
の
助
成
制
度
に
は

価
格
保
証
制
度
が
あ
る
が
、

一
律
同
額
補
填
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
更
な
る
品
質
向
上
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
畜
産
振

興
大
会
的
な
も
の
を
開
催

し
、
消
費
拡
大
対
策
な
ど
も

含
め
関
係
機
関
と
連
携
し
指

導
強
化
を
図
る
。

管
理
や
環
境
保
全
の
上
で
必

要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
魚
道
を

整
備
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
魚
族
が
遡
上
で
き
な
い

原
因
が
用
水
用
井
堰
に
よ
る

も
の
で
あ
れ
ば
管
理
者
で
あ

る
水
利
組
合
で
行
う
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
水
利
組
合
の
同
意
と

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

れ
ば
県
に
要
請
し
た
い
。

登
記
前
払
い
の
対
応
は

市
長
／
経
緯
を
説
明
し
理

　
　
　

解
を
求
め
る

時
報
の
復
活
は

市
長
／
地
域
ご
と
に
は
可

　
　
　

能
で
あ
る

大
薗　

防
災
行
政
無
線
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
情
報
が

提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
各
部

局
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
内
容
が
わ
か
り
づ
ら
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
ま
た
、

多
く
の
市
民
か
ら
要
望
の
あ

今
吉　

登
記
前
払
い
で
購
入

し
た
土
地
で
、
相
続
人
の
所

有
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
案

件
が
み
ら
れ
る
が
、
今
後
の

対
応
を
問
う
。

市
長　

所
有
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
る
方
が
い
れ
ば
大
変
遺

憾
な
こ
と
で
あ
り
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
未
承
諾
の

相
続
人
に
対
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
理
解

を
求
め
な
が
ら
未
登
記
の
早

期
解
消
に
努
め
た
い
。

る
午
前
１０
時
と
午
後
３
時
の

時
報
を
復
活
で
き
な
い
か
。

市
長　

放
送
内
容
に
つ
い
て

は
、
な
る
べ
く
端
的
に
放
送

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
。
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い

と
は
、
放
送
す
る
発
声
音
の

こ
と
か
、
ま
た
内
容
の
こ
と

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
音
声

に
つ
い
て
は
、
ゆ
っ
く
り
は

き
は
き
と
放
送
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。
時
報
は
旧
町

に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
が
必

要
で
あ
れ
ば
地
域
ご
と
に
は

可
能
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

指
定
管
理
者
制
度

鮎の生息が確認された集川

品質を確認する生産者

河
　
川

魚道整備を

市長／県に要請したい

畜
産
農
家
へ
の
支
援
は

市
長
／
関
係
機
関
と
連
携
し

　
　
　

指
導
強
化
を
図
る

口蹄疫
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蔵元　慎一  議員

蔵
元　

南
九
州
市
総
合
計
画

の
中
に
「
協
働
と
自
立
に
よ

る
住
民
主
役
の
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
」
と
あ
る
。
全
国

に
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
予
算
編
成
方
針
を
掲
載
し

住
民
の
協
働
参
画
の
機
会
を

提
供
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長　

こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
載
は
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

と
、
全
国
で
は
か
な
り
の
自

治
体
が
公
開
し
て
い
る
。
平

成
２４
年
度
の
予
算
編
成
方
針

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
広
く
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
住
民
参
画

森田　隆志  議員

森
田　

本
市
は
、
３
地
域
合

わ
せ
て
２
７
１
の
自
治
会
が

あ
り
、
中
に
は
少
子
高
齢
化

に
よ
り
運
営
が
機
能
し
な
い

自
治
会
が
あ
る
。

　

集
落
の
活
力
が
低
下
し
、

維
持
存
続
が
困
難
に
な
れ
ば

防
災
や
防
犯
活
動
な
ど
、
自

治
会
運
営
に
支
障
を
き
た

に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体

の
調
査
な
ど
を
行
い
、
今
後

す
。

　

行
政
と
し
て
、
自
治
会
の

現
状
と
課
題
な
ど
問
題
の
提

起
を
し
、
再
編
・
統
合
に
向

け
た
取
り
組
み
を
自
治
会
と

と
も
に
推
し
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

市
内
に
お
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

運
営
が
困
難
な
自
治
会
が
見

ら
れ
、
統
合
な
ど
を
含
め
自

治
会
の
あ
り
方
や
将
来
を
見

据
え
た
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
施
設
の
使
用
料
金

　

２３
年
度
に
自
治
会
活
性
化

市
民
検
討
会
を
設
置
し
、
市

民
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

進
め
る
上
で
は
嘱
託
員
会

な
ど
で
広
く
話
を
進
め
、
公

民
館
施
設
、
活
動
費
、
人
件

費
の
問
題
な
ど
真
剣
に
取
り

組
ん
で
支
援
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
携
帯
型
無
線
非
常
通
報
器

の
整
備

自治会総出の除雪作業

編
成
方
針
の
公
開
は

市
長
／
24
年
度
予
算
か
ら

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

予　算

自
治
会

再編・統合の後押しを

市長／自治会活性化市民検討会を
　　　設置する
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加治佐民生  議員

加
治
佐　

市
内
各
地
で
ま
ん

延
し
住
民
に
不
快
感
を
与
え

て
い
る
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ

ス
デ
の
現
況
と
今
後
の
対
策

を
問
う
。

市
長　

ヤ
ス
デ
は
、
年
々
そ

の
生
息
範
囲
を
拡
げ
て
お

り
、
１０
月
に
は
川
辺
地
域
に

お
い
て
も
成※

体
が
確
認
さ

れ
、
住
宅
に
も
侵
入
し
て
い

竹迫　　毅  議員

竹
迫　

合
併
協
議
で
「
職
員

の
給
与
は
、
職
員
の
処
遇
及

び
給
与
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
調
整
し
、
統
一
を
図
る
。

な
お
、現
職
員
に
つ
い
て
は
、

現
給
を
保
障
し
、
合
併
後
新

市
の
給
与
制
度
と
整
合
性
を

図
る
よ
う
調
整
す
る
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
調
整
し
た
か
。

市
長　

旧
町
格
差
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
統
一
的
昇
給
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
高
い
職
員
は

据
え
置
き
、
低
い
職
員
は
上

限
を
設
け
て
調
整
し
、
終
了

し
て
い
る
。

ヤ
ス
デ
返
し
の
補
助
制

度
の
創
設
は

市
長
／
財
源
的
観
点
か
ら

　
　
　

難
し
い

竹
迫　

ヤ
ス
デ
返
し
の
補
助

制
度
創
設
の
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

公
共
性
や
平
等
性
、

財
源
的
な
観
点
か
ら
難
し

る
状
況
で
あ
る
。

　

住
民
の
情
報
や
職
員
な
ど

の
調
査
で
確
認
し
た
生
息
範

囲
は
、
１１
月
１
日
現
在
市
内

全
域
で
５
４
９
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
発

生
地
域
か
ら
の
土
壌
や
草
木

の
移
動
な
ど
の
禁
止
、
草
払

い
な
ど
の
環
境
整
備
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
生
息
範
囲

の
抑
制
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
薬
剤
の

い
。

竹
迫　

市
が
積
極
的
に
ヤ
ス

デ
の
習
性
や
薬
剤
の
散
布
な

ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

自
治
会
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。

竹
迫　

校
区
公
民
館
な
ど
を

使
用
す
る
に
は
、
ま
ず
ヤ
ス

適
量
散
布
を
促
す
た
め
に
無

償
で
配
布
し
て
い
た
薬
剤
を

来
年
度
か
ら
一
部
個
人
負
担

を
検
討
し
て
い
る
。

加
治
佐　

負
担
は
ど
れ
ぐ
ら

い
と
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
課
長　

他
市
町
の

状
況
か
ら
３
割
負
担
を
検
討

し
て
い
る
。

※�

成
体

　

�

生
物
で
生
殖
が
可
能
な
ほ
ど
に
成

熟
し
た
も
の
。

そ
の
他
の
質
問

・
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
強

化

デ
の
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
現
状
だ
。
今
後

給
食
セ
ン
タ
ー
や
公
共
の
施

設
に
は
、
ヤ
ス
デ
返
し
の
設

置
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
長　

危
機
意
識
が
足
り
な

か
っ
た
。
今
後
考
え
て
い
き

た
い
。

現在配布されている薬剤

住宅に侵入したヤスデ

合
併
に
伴
う
調
整
は

市
長
／
調
整
作
業
は
終
了
し
て
い
る

職員給与

ヤ
ス
デ

現況と今後の対策は

市長／薬剤については一部負担
　　　を検討
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田
畑　

駐
車
場
を
利
用
し
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て

い
る
が
、
市
民
が
十
分
楽
し

め
、
ま
た
、
大
規
模
な
大
会

を
開
催
で
き
る
施
設
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

相
当
の
敷
地
面
積
が

必
要
と
な
る
こ
と
や
、
施
設

整
備
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況

な
ど
に
照
ら
し
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
多
く
の
芝
広
場

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
需
要
な

ど
を
調
査
し
た
う
え
で
検
討

し
た
い
。

農
作
業
時
に
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
設
置
を

市
長
／
課
題
解
決
を
模
索

　
　
　

し
検
討
し
た
い

田
畑　

本
市
は
、
食
料
供
給

基
地
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
が
、
農
家
の
方
々
か
ら
ト

イ
レ
や
休
憩
施
設
が
な
く
不

便
と
の
声
を
聞
く
。
市
民
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
市
道

や
農
道
な
ど
に
隣
接
し
た
ト

イ
レ
や
休
憩
の
で
き
る
公
園

を
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

農
作
業
を
十
分
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

ト
イ
レ
や
休
憩
所
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

施
設
の
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
日
常
の
管
理
体
制
や
用

地
の
確
保
が
可
能
か
な
ど
の

課
題
解
決
を
模
索
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

グラウンドゴルフに利用されている駐車場

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

施
設
整
備
を

市
長
／
需
要
な
ど
を
調
査
し
検
討

　
　
　

し
た
い

アグリランドえい

　請願・陳情は、市民の皆様の意見や要望を行政に反映させるための制度で誰でも議会に提出すること
ができます。

請願・陳情の提出方法
　請願・陳情の件名、趣旨、提出年月日、提出者の住所・氏名（法人等団体の場合は、その名称・代表
者氏名）を記載し捺印の上、議長宛に提出してください。
　請願の場合は、その趣旨に賛成する市議会議員の紹介が必要となりますので、紹介議員の署名又は捺
印が必要です。
　なお、議会運営委員会２日前（土・日曜日は除く）に受理されたものは、その定例会で審査し、それ
以降に受理したものは、次回以降の定例会で審査することになります。
　詳しいことは、議会事務局（８３－２５１１）までお問い合わせください。

請願・陳情について

請
願・陳
情
書
の
流
れ

議
長
（
事
務
局
）
が
受
理

➡

議
会
運
営
委
員
会
で
取
り
扱

い
を
審
査

➡

本
会
議
で
委
員
会
付
託

➡

常
任
委
員
会
な
ど
で
審
査

➡

本
会
議
で
議
決

（
採
択
、不
採
択
、継
続
審
査
）

➡

審
査
結
果
を
請
願
・
陳
情
者

へ
通
知




